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II. 近畿地域における立地ニーズ 
 

１. 企業他ヒアリング調査の結果概要 
 

(1) 調査概要 

① 目的 
近畿地域の中で、大阪湾ベイエリアに立地および立地予定の製造業・卸売業、

内陸部に立地している製造業、物流関係企業などを対象に、以下の項目について

の情報収集を目的にヒアリング調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 調査方法 
対面による聞き取り調査。 

 
③ 実施期間 

２００８年１１月１１日（火）～２００９年３月２日（月） 

 
④ 訪問機関数 

４４件 

（大阪湾ベイエリア立地企業：１４件、大阪湾ベイエリア立地予定企業：６件、

内陸立地企業：１１件、物流関係企業：９社、その他(学識経験者等)：４件） 

 

○貴社の事業概要 
・ 貴社の事業分野・事業規模 
・ 取引先の現状と見通し 
・ 設備投資の状況と見通し 

○大阪湾ベイエリアと内陸部を結ぶインフラについて 
・ 国際物流の現状と見通し（空港・港湾選択） 
・ 道路ネットワークに対する評価（現況） 
・ 計画・構想路線整備による産業立地への影響（将来） 
・ 関西国際空港に対する評価（現況・将来） 

○企業立地促進策・規制について 
・ 施策に対する認知度 
・ 施策に対するニーズ 
・ 国・主要自治体による立地促進策のメリット・デメリット 
・ 立地規制による弊害 

○大阪湾ベイエリア及び近畿地域における立地ニーズ 
・ 立地選択の要因 
・ 次世代のリーディング産業として期待される産業 
・ 大阪湾ベイエリア地域への関心・メリット 
・ 大阪湾ベイエリアの問題点 
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(2) 大阪湾ベイエリア地域への立地選択要因に関する分析 
大阪湾ベイエリア地域への立地選択要因は、大きく以下のように整理される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 既存工場、取引先等との近接性 
企業の立地に際しては、部品・原材料などの仕入企業や、取引先企業、協力企

業など製造・販売に直接関係する企業との近接性が重視されている。 

そういった意味で、工場を移転・拡充するケースにおいては、既存工場からあ

まり離れていない場所に立地することが求められている。 

 

② 人材確保の容易性 
大学や研究機関の集積など研究開発人材やものづくり産業を担える専門的人

材の確保とともに、周辺の人口集積などパートやアルバイト人材等の確保の容易

性が重視されている。 

 

③ 操業環境の良さ 
既に造成が進み短期間での着工が可能であるとともに、上下水道や電気などの

インフラが整備されている用地が求められている。そういった意味で工業団地や

サイエンスパークが便利であるという意見が挙げられている。 

また、強固な地盤で、一定規模の面積を有し、拡張余地がある用地も求められ

ている。さらに、24 時間操業の企業を中心に、住宅地から離れている場所の方が

望ましいという意見も挙げられている。 

 

④ 交通アクセスの利便性 
道路、空港、港湾へのアクセス利便性を重視するという意見が挙げられている。 

特に道路に関しては、高速道路のインターチェンジとの近接性など高速道路へ

のアクセスが重視されている。また、航空貨物が多い企業や海外への行き来が多

い企業は関西国際空港など空港へのアクセスが、港湾貨物が多い企業や陸上輸送

に適さない製品を生産している企業は阪神港など港湾へのアクセスが、それぞれ

求められている。 

 

①既存工場、取引先等との近接性 

②人材確保の容易性 

③操業環境の良さ 

④交通アクセスの利便性 

⑤従業員の労働環境 

⑥支援施策の充実 
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⑤ 従業員の労働環境 
公共共通機関が整備されているなど、従業員の通勤利便性とともに、従業員の

住宅環境が充実していることが求められている。 

 

⑥ 支援施策の充実 
用地価格が安価である、用地が賃借であるという意見とともに、用地購入、施

設整備の際の補助金等の支援施策の充実が重視されている。 

 

(3) 大阪湾ベイエリア地域への立地を図るためのインフラ整備面での課題 
大阪湾ベイエリア地域への立地を図るためのインフラ整備面での課題は、大き

く以下のように整理される。 

 

 

 

 

 

 

 

① インフラの整った産業用地の提供 
立地選択要因の１つである、上下水道や電気などのインフラが整備されている

数 ha 規模の用地が不足しており、立地条件の良いベイエリアでいかにそういっ

た用地を供給できるかが課題である。 

 

② 賃借方式による産業用地供給 
大阪湾ベイエリア地域において、特に大阪港周辺は用地不足であるとともに分

譲方式であるため取得が難しい。賃貸方式によって産業用地を供給することが課

題の一つである。 

 

③ 物流効率化の支援 
物流コストの低減のため、高速道路代の無料化や、物流倉庫整備に対する補助

制度の創設、航空貨物輸送における深夜便コストの低減など、行政による支援の

検討が課題の一つである。 

 

 

① インフラの整った産業用地の提供 

② 賃借方式による産業用地供給 

③ 物流効率化の支援 

④ 道路整備面での課題 

⑤ 港湾・空港面での課題 
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④ 道路整備面での課題 
道路整備に関する企業の関心は高く、多くの要望が寄せられた。 

特に、都市部の混雑を回避するための道路整備に関する要望は数多く寄せられ

た。また、環状道路のミッシングリンクの早期解消や、ベイエリアにおける一般

道路の整備充実といった要望も多い。（図表 II-1参照） 

 

⑤ 港湾・空港面での課題 
港湾整備に関する要望は、大阪港の混雑解消に関する要望が多かった。 

また、港湾の一体的運営や更なる航路の充実を求める声もあった。 

税関の開庁時間は 24 時間化されているにもかかわらず、港湾の 24 時間化に対

する要望も未だ多い。 

関西国際空港に関しては、更なる機能強化（二期事業の推進、路線の充実）を

求める要望や、道路ネットワークの強化を求める声が聞かれた。（図表 II-2参

照） 
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図表 II-1  道路整備面での課題（企業の生の声を反映） 
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［道路全体に関するニーズ・課題］
• 幹線同士がつながっておらず有効に機能していない部分は早急に

整備すべき（例：淀川左岸線延伸部）
• 神戸は東西動線、大阪は南北動線が弱い
• ベイエリアと内陸とのつながりがよくなればよい
• 迂回路が確保できる交通ネットワークが必要
• 高速インターを降りたら道が狭くなったり、混雑することがネック
• 港内・周辺道路の整備が必要（理想的には、片側３～４車線）
• 高速道路の料金について、産業輸送面での割引も必要
• 阪神高速の距離制については柔軟に考えてほしい
• トラックの大型化・大型トレーラーに対応した道路整備
• 大型製品の運搬に関する規制緩和を望む
• 国内間で持ち運びには、車輌の高さ制限等が問題
• タンクローリー車用の待機場が必要
• ＬＲＴの早期整備
• 通勤が不便。輸送能力の増強が必要

大阪神戸への一般道路の便が悪い

大阪港周辺道路の路面が悪い

和歌山・大阪間の一般国道の整備が必要

阪神高速道路神戸線と湾岸線がつな
がっていない

山陽自動車道と中国自動車道の合流地点以
東が渋滞

りんくうタウンからなんば、伊丹空港に行く際、環状
線を回らずにショートカットがあればよい

阪神高速大和川線の整備早期着工を望む

大阪市内で高速道路がつながっていない箇所がある

京奈和自動車道が途切れている

大阪は東西方向の道路ネットワークが弱い

神戸方面は混雑が著しい

第二阪奈道路の大阪市内での渋滞

大阪市内は渋滞するとともに、道路網が分かりにくい

阪神高速から湾岸線にのるまでに半周かかるため、
ミッシングリンクをつなぐべき

南港は有料道路を使わないとアクセスが難しい

南港は一般車の通行も多い上に車線も少ない

コスト高のため、山陽自動車道を利
用してない

播磨町の人工島
に橋が２本必要

阪神高速５号湾岸線における大型車の通行料無料化を要望

阪神地域の臨海部は一般道路の乗り継ぎが悪い

名神湾岸連絡道路の整備が必要

大和川を越える港湾道路が必要

環境規制が強く、国道43号の迂回が求められている

梅田と関空を結ぶ鉄道が必要

長期的には関空に直接アクセスする高速道路が臨
海部にもう１ルート必要
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